
小林市立野尻小学校 
児童数：１１２名 学級数：７クラス  ＵＲＬ：https://cms.miyazaki-c.ed.jp/1431/ 

＜テーマ＞ 
いのちを大切にできる児童の育成 

～人権学習と特色ある人権教育の実践を通して～ 
本校の特色ある取組 

１ 人権学習の充実 
（１）西諸人権について考える取組 

西諸県人権について考える取組とは、西諸県地区全ての学校で、７月と１２月に人権尊重の精神の涵
養を目的とする教育活動を行い、自己理解を深め自尊感情を育てる指導と、他者理解を深め、違いを個性
として認める気持ちを育てる指導を充実させている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ピア・サポート（９月～１２月）、ＳＯＳの出し方教育（１月～３月） 
９月～１２月期にピア・サポート、１月～３月期にＳＯＳの出し方に関する教育の授業を各学級で実

践することにし、児童が不安やストレスへの対処方法を身に付けるとともに、困難に直面した時に身近
にいる信頼できる大人に援助を求め、生活上の諸課題を解決できる能力を育てた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 人権研修の充実 
（１）職員研修の実施（７月） 

県教育庁人権同和教育課から德田指導主事を講師
として招聘し、「ピア・サポート」と「ＳＯＳの出し
方に関する教育」について演習形式（模擬授業形式）
でご指導いただいた。本研修で学んだことを、１学期
後半からの人権教育活動にいかすことができた。 

（２）家庭教育学級での人権研修の実施（９月） 
当事者の方を講師としてお招きし、「それでも、生

きぬいた」というタイトルで、ご自身の経験をもと
に、一生懸命生きてきたことをお話いただいた。子
どもたちがつらい思いをせずに生きていけるよう
に、差別のないみんなが幸せだと思える社会づくり
の担い手となるように、教師として、親として、今
できることに取り組んでいきたいという気持ちにな
った。 
 
 

３ 特色ある人権教育の充実 
（１）心の教育につながる教育活動 
  学校行事や常時活動等の学校における教育活動を人権教育の視点で見直して実施し、職員が人権を強く意
識しながら、自他の命を大切にできる児童の育成を図った。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）掲示教育（人権教育コーナー「にこにこコーナー」への啓発資料の掲示）  
  〇 児童が廊下歩行中、目に触れる掲示板を「にこにこコーナー」として、仲間づくり、いじめの撲滅な 

ど望ましい人間関係の醸成につながる資料を掲示した。人権にかかる集会活動でつかった資料も併せ
て掲示した。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）人権教育の取組の保護者、地域への発信 
  〇 学校における人権教育の取組状況を家庭や地域に伝え、学校や家庭、地域の連携のもとに心の教育の

充実につなげられるようにした。 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

成果と課題 
（１）成果 
  〇 人権感覚の育成について 

人権教育全体構想の下に、人権教育環境整備を行い、組織的・計画的に人権教育を推進したことで、 
発達段階に応じて自他の命を大切にしようとする心情や態度を育むことにつながった。 

  〇 教職員の人権感覚の高揚と指導力の向上について 
人権同和教育課の支援を受け、人権教育に係る研修会を実施し、内容を充実させたことで、ピア・サ 

ポートやＳＯＳの出し方に関する教育の実践的指導力が向上するだけでなく、人権に関する理解が深ま
り、職員の人権感覚の高揚につながった。 

  〇 地域と連携した人権尊重の精神の醸成について 
    保護者を対象に人権教育講演会を実施したり、人権教育の学びをＨＰや学校便りで発信したりしたこ 

とで、人権が尊重される家庭づくり・地域づくりにつながった。 
（２）課題 
  〇 全ての教育活動における人権教育の推進について 
    ピア・サポートやＳＯＳの出し方に関する教育以外の教育活動及び日常指導を人権教育の視点で見つ

め直し、意図的・継続的に人権教育を推進できるよう今後もさらに指導の在り方を模索し、児童の人権
感覚の高揚を図る。 

  〇 教職員の人権教育実践的指導力のさらなる向上について 
    校内での人権教育研修の充実を図ったり、積極的に人権教育研修講座等に参加したりして、教職員が

同和問題をはじめとする様々な人権問題への理解を深め、人権尊重の意識をもって教育活動に取り組め
るようにする。 

  〇 家庭・地域と連携・協働した人権教育の推進について 
人権が尊重される地域づくり・家庭づくりに向けて、講演会を実施したり、積極的に情報を発信した 

りして、地域ぐるみで人権意識を高める風土づくりを行う。 


